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○

特別支援体制の充実

学校では対応しきれない不登校や問題を抱える児童生徒及び発達障害のある児童生徒への対応を支援し、すべ
ての児童生徒が生き生きとした学校生活が送れるよう、この事業を開始した。

○ふれあい共育推進 36,542千円
特別な支援が必要な児童生徒に対し支援を行うふれあい共育推進員を配置 小学校16校・中学校11校へ

47人配置
○特別支援体制の推進 1,276千円
障がいのある児童生徒への教育支援体制の推進

○学校適応支援 21,579千円
問題を抱える児童生徒及び保護者への教育相談や、特別な支援が必要な児童生徒に関する巡廻指導等の

ため、教育相談員（5人）、スクールソーシャルワーカー（2人）及び生徒支援員（6人）を配置
○ことばの教室巡回指導 10,220千円
「ことばの教室」での指導を必要とする児童に対する巡回指導のため、ことばの教室巡回指導員（4人

）を配置

特別支援事業費

担当課長

事業手法の詳細１

特別支援事業 69,617千円

■特別支援・・特別支援が必要な児童生徒 ■不適応支援・・不登校児童生徒
↑ ↑ ↑ ↑

〈ふれあい共育推進員〉 〈スクールソーシャルワーカー
・生徒支援員〉

各学校で直接、特別な支援が必要な児童 各学校で直接、不登校児童生徒及び家庭への
生徒に対し、学習と生活を支援 支援・指導

↑ ↑ ↑ ↑

〈教育相談員〉 ①巡回教育相談
②適応指導教室（風の子ひろば）

１ ふれあい共育推進 36,541,638円
特別な支援が必要な児童生徒に対し支援を行うふれあい共育推進員を配置 小学校16校・中学校11校へ47

人配置

２ 特別支援体制の推進 1,276,055円
障がいのある児童生徒への教育支援体制の推進

３ 学校適応支援 21,579,373円
問題を抱える児童生徒及び保護者への教育相談や、特別な支援が必要な児童生徒に関する巡回指導等のた

め、教育相談員（5人）、スクールソーシャルワーカー（2人）及び生徒支援員（6人）を配置

４ ことばの教室巡回指導 10,220,149円
「ことばの教室」での指導を必要とする児童に対する巡回指導のため、ことばの教室巡回指導員（4人）

を配置

51190000 教育委員会 学校教育 佐々木 健一

意見・要望等の状況

特別な支援が必要な児童生徒の増加及び不登校傾向にある児童生徒の抱える悩みの複雑化などから、この事業
の継続・発展要望が学校等から多く出されている。
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